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「十条駅付近沿線まちづくり」について

「十条駅付近沿線まちづくり基本計画（平成 27 年１月策定）」および十条駅付近の連続立体交差

化計画等を踏まえ、道路の整備・駅前の広場空間の整備や安全で良好な環境の住宅地形成など、十

条駅付近沿線東側のまちづくりに関する考え方をまとめたものです。

「十条駅付近沿線まちづくり」の位置づけ

■北区都市計画マスタープラン
【「十条駅付近沿線まちづくり」の位置づけ】

2010

十条駅周辺は、鉄道の立体化の実現

とともに、駅利用のための道路や回

遊性のある歩道空間などの整備と、

「にぎわいの拠点」を創出するため、

西口再開発の広場拡張とともに、東

口においても広場などの整備を進め

ることとしています。さらに、木造

住宅の密集地域において、非常時の

避難や救援の際のネットワークを充

実するため、生活道路網の整備を進

めることとしています。

■十条地区まちづくり基本構想

ＪＲ埼京線の鉄道立体交差化により、

東西市街地が一体となった「にぎわ

いの拠点」を形成し、駅東口は、居

住環境の改善及び防災性の向上を図

るまちづくりを進めながら、広場や

主要生活道路のネットワークを図る

南北方向の主要生活道路などの基盤

整備を行い、回遊性・利便性の向上

都市計画区域の
マスタープラン

（都市計画区域の整備、開発
及び保全の方針）
平成２６年１２月都市計画決定

（東京都）

防災都市づくり推進計画

平成２８年 3 月改定（東京都）

北区基本構想
平成１１年６月策定

（北区基本計画２０１０）

平成２２年３月改定
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北区都市計画
マスタープラン２０１０
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を図るとともに、あわせて土地の有

効利用を図り、駅周辺の一体的な活

性化を進めていくこととしています。

■十条駅付近沿線まちづくり基本計画

十条駅付近沿線まちづくり基本計画

平成２７年 1 月策定

今後「展開すべきまちづくり」の方針を以下のとおり定めています。

１ 木造住宅密集市街地の改善や消防活動困難区域の解消を進め、防災性の向上を図ります。

２ 駅付近道路網を強化し歩行空間を確保するため、道路を整備します。

３ 東口駅前の基盤整備と安全で良好な環境の住宅地形成を進め、「にぎわいの拠点」を整備します。

十条地区まちづくり基本構想

十条立体化早期実現戦略プロジェクトのまとめ

平成２４年３月改定

平成１５年９月発表



鉄道付属街路の概要

番　号 幅   員延   長

鉄赤付１

鉄赤付２

鉄赤付３

鉄赤付４

鉄赤付５

鉄赤付６

路 線 名

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第１号線

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第２号線

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第３号線

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第４号線

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第５号線

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第６号線

11ｍ

10ｍ

13.5ｍ

8.5ｍ

6ｍ

6ｍ

約 40ｍ

約 170ｍ

約 210ｍ

約 160ｍ

約 120ｍ

約 280ｍ

■「にぎわいの拠点」の整備

１ 東口駅前の基盤整備

駅前にふさわしい環境空間や、駅利用者・通学者を中心とした安全でゆとりある駅前にふさわ 

しい空間を確保するため、駅東側においても歩道や駅前の広場空間を整備します。これにより、

十条駅の東西市街地が一体となった「にぎわいの拠点」を創出します。

２ 安全で良好な環境の住宅地形成

十条駅東側は、木造住宅の密集地域として戸建の低層住宅や低・中層集合住宅を中心とした住 

宅地が広がっており、市街地の改善を図る必要があります。十条駅付近沿線の東側において、道

路の整備に合わせて、防災性の向上や居住環境の改善を進めながら、安全で良好な環境の住宅地

を形成するため、地区計画の導入を検討します。また、駅前にふさわしく「まちの顔」となる基

盤整備など、魅力あるまちづくりを行っていきます。

【十条地区における地区計画策定状況】

十条地区
（十条地区まちづくり基本構想）

上十条三・四丁目地区
防災街区整備地区計画
（平成 20 年４月決定）

十条駅西口地区地区計画
（平成 24 年 10 月決定）
十条駅周辺西地区地区計画
（平成 28 年 10 月決定）

検討区域

補助 83 号線周辺北地区地区計画
（平成 28 年 3 月決定）

補助 83 号線周辺南地区地区計画
（平成 22 年３月決定）



東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第２号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第３号線
東日本旅客鉃道赤羽線
付属街路第５号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第６号線東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第４号線

東日本旅客鉃道
赤羽線付属街路
第１号線

道路の考え方

十条駅

東日本旅客鉃道
赤羽線付属街路
第１号線

原町踏切 十条道踏切 仲道踏切 富士道踏切 仲原踏切 北仲原踏切

鉄赤付１ 11Ｍ

鉄赤付２ 10Ｍ
鉄赤付３ 13.5Ｍ

鉄赤付４ 8.5Ｍ
鉄赤付５ 6Ｍ 鉄赤付６ 6Ｍ

東日本旅客鉃道赤羽線
東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第２号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第３号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第４号線 付属街路第５号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第６号線

●防災上有効な車道幅員（６ｍ）を確保し、災害時の緊

急車両の通行や円滑な消火・救援活動が行える道路ネ

ットワークを充実して、木造住宅密集市街地を改善

●東西方向に整備されている現在の道路など、周辺道路

との接続に配慮し、駅付近の道路ネットワークを強化

・充実

●駅南側の業務・教育・文化施設などの駅利用者・通学

者の安全でゆとりある歩行空間を確保

●歩道整備に合わせて電線類の地中化を検討

●防災上有効な車道幅員（６ｍ）を確保し、災害時の緊急車両

の通行や円滑な消火・救援活動が行える道路ネットワークを

充実して、木造住宅密集市街地を改善

●東西方向に整備されている現在の道路など、周辺道路との接

続に配慮し、駅付近の道路ネットワークを強化・充実

●駅東側の震災時の消防活動困難区域を解消

●駅利用者の利便性や「にぎわいの拠点」として交流機能・景

観機能を担う、歩行空間や環境空間を整備

●駅前にふさわしい「まちの顔」となる整備を検討

●歩道整備に合わせて電線類の地中化を検討

●防災上有効な車道幅員（６ｍ）を確保し、災害時の緊急

車両の通行や円滑な消火・救援活動が行える道路ネット

ワークを充実して、木造住宅密集市街地を改善

●東西方向に整備されている現在の道路など、周辺道路と

の接続に配慮し、駅付近の道路ネットワークを強化・充

実

●歩行者の安全性、利便性向上のため、歩道整備により歩

行空間を確保

●歩道整備に合わせて電線類の地中化を検討

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第５・６号線

●防災上有効な車道幅員（６ｍ）を確保し、災害時の緊急

車両の通行や円滑な消火・救援活動が行える道路ネット

ワークを充実して、木造住宅密集市街地を改善

●東西方向に整備されている現在の道路など、周辺道路と

の接続に配慮し、駅付近の道路ネットワークを強化・充

実

●地域内の交通アクセスなど、日常生活の利便を向上

（承 認 番 号）  28 都市基街都第 27 号・平成 28 年 5 月 19 日

28 都市基交測第 32 号・平成 28 年 6 月 17 日

（利用許諾番号）MMT 利許第 27020 号 -41・平成 28 年 7月 27 日

※この地図は、東京都縮尺 1/2,500 地形図（平成 27年度版）

を使用したものである。

※無断複製を禁ずる。

鉄赤付１ 鉄赤付２ 鉄赤付３ 鉄赤付４ 鉄赤付５・６

11.0m 10.0m 13.5m 8.5m 6.0m

（鉄道） （鉄道） （鉄道） （鉄道）

※幅員は、都市計画案に基づく計画幅員です。また、断面構成については、今後の関係機関との協議により変更となる場合があります。

東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第１・２号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第３号線 東日本旅客鉃道赤羽線付属街路第 4 号線



広場広場

交通広場駐輪場
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野鳥の森緑地

東京成徳大学 短大

十条富士見中

東京家政大学
短大 高 中

補助第73号線補助第73号線

自衛隊
十条駐屯地

「十条駅付近沿線まちづくり」の概要

■防災性の向上

１ 木造住宅密集市街地の改善

修復型まちづくり（地区計画の導入、住宅市街地総合整備事業（密集住宅市街地整備型）の実 

施など）の推進と、緊急車両の通行や円滑な消火・救援活動が行える道路整備により、市街地の

改善を図ります。この道路は、防災上有効な道路（※１）を基本として整備を行います。

２ 消防活動困難区域の解消

道路の整備により、十条駅東側に残る災害時の消防活動困難区域（※２）を解消します。この

道路は、既存の幅員６メートル以上の東西方向道路と防災上重要なネットワークを確保するため、

南北方向に道路を配置します。

※１：災害時に緊急車両の通行が可能であり、救急・消火や避難上有効な、車道が幅員６メートル以上の道路
※２：災害時に消防自動車（ポンプ車）が通行可能な幅員６メートル以上の道路ネットワークから半径 140メートル以遠の区域

■道路の整備

１ 駅付近道路網の強化

南北方向の道路の整備により、ＪＲ埼京線東側の周辺住宅地や駅南側の業務・教育・文化施設な 

どと十条駅の間の歩行者動線を確保し、「にぎわいの拠点」となる駅周辺の利便性や回遊性の向上

を図ります。また、道路ネットワークを形成するため、既存道路との接続に配慮して道路を配置

します。

２ 歩行空間の確保

十条駅付近の道路ネットワークの整備に合わせて、駅利用者・通学者を中心とした安全でゆと

りある歩行空間を確保するため、歩道を整備します。これにより、「にぎわいの拠点」となる十条

駅周辺の歩行者の回遊性を向上します。

東京家政大学
短大・高・中

駐輪場 交通広場

十条駅

十条富士見中

東京成徳大学・短大

自衛隊
十条駐屯地

十条
野鳥の森緑地

【鉄道付属街路（都市計画案）】

凡 例
道路（歩道あり）

道路（歩道なし）

駅前の広場空間

幅員６ｍ以上の道路（既存）

幅員６ｍ以上の道路（計画）

既存道路との接続

歩行者動線の確保
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十条駅付近沿線まちづくりの概ねの流れ（北区）

27

十条地区

まちづくり全体協議会

の議論による検討

住宅市街地総合整備事業

（密集住宅市街地整備型）による修復型まちづくり

（事業期間：平成 18 年度～ 32 年度）

運 用

関連事業との連携

「道路の整備・駅前の広場整備」については、

鉄道立体交差化等の関連事業の進捗に合わせ

て検討を進めます。
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今後に向けて


